
途上国の青果物・花卉用スマートコールドチェーン構築のための高湿度可搬型コンテナ冷蔵庫システムの実証
事業実施団体： 有限会社クライメート・エキスパーツ，株式会社あい・あいエナジーアソシエイツ

コ・イノベーションによる途上国向け低炭素技術創出・普及事業 対象国： フィリピン，タイ

リノベーション・実証の概要

対象とする国・地域における事業化・普及の見込み対象とする国・地域の概要

低温多湿を実現し，青果物・花卉の鮮度を圧倒的長期間保つ新開発の
「うるおい氷点貯蔵」冷却ユニットを，コンテナ冷蔵庫化する ．

→ 途上国で可搬型冷蔵庫による青果物コールドチェーン構築を目指す．

青果物コールドチェーンが
ほとんど存在せず，ポスト
ハーベストロスが 1/2 にも
達するASEAN地域を対象.

フィリピン《陸運・海運》に
加え，メコン川流域の東西
経済回廊《越境陸運輸送》
対象（タイをベースとして
ベトナム, ラオスまで繋ぐ）

各国に現地パートナーあり.
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開への関心が高まっている。

２ ．  大メ コ ン圏（ G MS） 経済協力プログラム（ 経

済回廊）

　 大 メ コ ン 圏（ Greater  M ek ong  Subr eg ion：

GM S） プログラムと は、 1992年に、 アジア開発銀

行（ A DB） のイニシアチブにより 、 インド ネシア

半島のメ コン川流域地域、 具体的には、 タ イ、 カン

ボジア、 ラオス、 ベト ナム、 ミ ャンマーの５ カ国と

中国の一部（ 雲南省、 広西チワン族自治区） を対象

に実施されている経済協力プログラムである。 域内

交通網整備や貿易・ 投資の促進等により域内経済協

力を強化し 、 対象地域の経済開発と発展の促進、 貧

富の格差縮小を目的と するものであり 、 交通、 通

信、 エネルギー、 人的資源、 環境、 貿易、 投資、 観

光、 農業の９ 部門に対する多様な地域プロジェ クト

が実施されている。

　 GM Sプログラムは、 陸続きであるメ コ ン地域諸

国を一つの投資・ 生産市場と して、 有機的な繋がり

を形成すること で、 総面積約260万㎢、 人口約3.3億

人を擁する該当地域の成長ポテンシャルを高めるた

めに、 インフラの整備・ 改良を優先的に整備し 、 域

内貿易・ 投資の促進、 経済発展に資すること を目的

と している。 具体的には、 経済開発の基盤となる、

国境を越えたハード インフラ整備（ 道路・ 通信・ 電

力）、 また、 域内物流や国際貿易の円滑化・ 簡素

化、 越境交通協定（ CBT A ） 等を含むソフト 整備・

実施を目指すためのプロジェ クト が中心に展開され

ている。

　 特に交通分野（ 道路整備） については、 主要都市

の国際的な連結推進のために、 ９ つの地域経済回廊

が特定されている。 このう ち、 図表４ に示す通り 、

南北・ 東西・ 南部経済回廊の整備が優先的に行わ

れ、 A DB や二国間ド ナーの協力の下、 回廊を構成

する既存の主要幹線道路の改修・ 拡張事業、 また、

国境を繋ぐ国際橋架橋建設等が進められている。

　 各回廊の整備状況は以下の通り である。

・  南北経済回廊： 2013年12月、 中国・ タ イ政府の支

援で建設された第４ タ イ・ ラオス友好橋（ 国際メ

コン架橋） の開通により 、 中国雲南省（ 昆明） か

らタ イ（ バンコク ） までの一貫走行が可能となっ

た。

・  東西経済回廊： 2006年12月、 日本政府の支援で建

設された第２ タ イ・ ラオス友好橋（ タ イ ： ムクダ

ハンと ラオス： サバナケッ ト を結ぶ国際メ コン架

橋） 完成により 、 ベト ナム（ ダナン）・ ラオス・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
５  2012年度に経済産業省により発表された新中間層獲得戦略では、 家計所得5,000ド ル～35,000ド ルの世帯を中間所

得層、 う ち、 世帯所得5,000～15,000ド ルの世帯を下位中間層、 15,000ド ル～35,000ド ルの世帯を上位中間層と定

義している。
６  2020年には A SEA N 全域の富裕層・ 中間層が４ 億人近く と なり 、 人口に占める割合は、 タ イでは58.7％（ 参考：

2008年は28.5％）、 ベト ナムでは15.6％（（ 同0.6％）） と なると 予想さ れている（ 出所： 中間層を核に拡大する

A SEA N 消費市場、 みずほリサーチ2011年１ 月号、 みずほ総研）

図表４ ： 南北・ 東西・ 南部経済回廊

出所： 各種資料に基づき日経研作成

(a) 心臓部「冷却ユニット」の改良と技術実証
(b) コンテナ冷蔵庫への現地アセンブルと運送・稼働実証
(c) リモート管理できるシステム開発と技術実証
(d) 技術面のニーズ調査

技術的リノベーション点 《現地条件への対応》

・ 輸送時の振動対策， ・ 低コスト化，
・ 高温多湿環境への対応，・ 電源・通信規格対応

本
技
術
実
証

《詰め替え不要》 《そのまま
冷蔵庫として
利用》

事業化の方向性（ステップ）

⚫ 現地: 現地パートナー（技術面→荷主へ拡大），現地法人設立
⚫ モデル: 冷蔵庫販売→ 冷蔵庫リース → コールドチェーンサービス
⚫ 地域: タイ/フィリピン/ベトナム/ラオス→ 他ASEAN → 他途上国

普及の見込み

⚫ 本技術実証期間中に．パートナーと共に，現地における事業のベース
を構築（荷主との協力，人材開発を含むアセンブルおよび修理/メインテ
ナンスシステム体制構築等）.

⚫ 2022年より本格的に冷蔵庫現地アセンブル製造および販売から開始.


